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ADWGグループの事業内容
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ADWGグループは、しなやかに変化しながら、

独創の価値を生み出し提供することによって、

人と社会の活力ある発展に貢献します。

企業理念

(C) A.D.Works Group Co., Ltd. 4
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ADWGグループ基礎情報
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1886年創業の「青木染工場」を発祥とする当社グループは、

時代の流れを捉えて変化し、現在は東証プライム市場で事業を展開

創業 上場 市場

従業員数（連結） グループ会社数 海外拠点

2007年10月 東証
プライム

1886年

当社前身の㈱エー・ディー・ワークスは、
1886年に染色業を営む「青木染工場」として創業

当社前身の㈱エー・ディー・ワークスが、
2007年10月 JASDAQ上場、2015年10月 東証一部指定

2020年4月に単独株式移転により当社を設立

14社 ロサンゼルス233人
2023年12月末現在 国内外における収益不動産販売事業 国内外で事業を展開

Company Introduction
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人材

ノウハウ

パートナー

様々な投資商品の開発・販売

バリューアップ不動産

不動産ソリューション

新たな投資ソリューション
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様々な資産・外部環境

オフィス

資産運用・
承継

個人富裕層
不動産管理

不動産仲介
ネットワーク

レジデンス

海外動向

IoT・DX

小口化

事業ビジョン（図解）

収益不動産を基軸に様々な投資商品の開発・販売を展開する

投資ソリューションカンパニーを目指す
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収益不動産販売事業1

国内外の収益不動産を、徹底した市場調

査と法的精査に基づき購入

バリューアップ工事・テナント誘致によ

り資産価値を向上させて販売し、収益を

得るビジネスモデル

売上高の推移（セグメント別）

事業の３つの特徴

取扱物件 注力エリア 強み

住居・オフィス
中心

首都圏・関西圏
米国ロサンゼルス

バリューアップ

バリューアップ（商品企画）の事例：鷺沼PJ（居住用不動産）

ビジネスモデル：ショット型

20,318
22,314

35,660

FY2021 FY2022 FY2023

（百万円）

7

〈その他〉

・大規模修繕工事 ・居室の内装工事

・法令違反の是正 etc.

物件･立地特性、入居者ニーズに対応した企画

‐元トランクルームのコワーキングスペース化

‐ペット共生型マンション化

外観 コワーキングスペース
（入居者専用）

エントランス
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ストック型フィービジネス2

当社グループで保有中の収益不動産から

の賃料収入と、不動産経営管理サポート

や不動産投資コンサルティングによる

フィー収入により安定的な収益を得るビ

ジネスモデル

売上高の推移（セグメント別）

❶プロパティ・マネジメント

ビジネスモデル：ストック型

❷資産コンサルティング

不動産鑑定・不動産活用コンサルティン

グなど、プライベートコンサルタントに

よる多角的なアセット・コンサルティン

グを提供し、生涯にわたる長期スパンで

お客様の不動産投資をサポート

不動産オーナーに対し、リーシングやビ

ルマネジメント、賃料回収などの不動産

経営管理をトータルで提供

リーシング 賃料回収
ビル

マネジメント

建築コン
サルティング

マンション
改修

リノ
ベーション

（百万円）

4,942

5,868
6,122

FY2021 FY2022 FY2023

8
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新規事業3

既存事業の「深化」と新規事業の「探

索」を企図し、当社が蓄積してきた経営

資源に、CVC事業・DX推進・資本/業務

提携やM&A等の手法を掛け合わせ、新た

な価値創造を追求

多彩なサービスを提供する投資ソリュー

ションカンパニーへの飛躍を目指す

コア事業

の深化

脱不動産

DX

STO

新規事業の広がりのイメージ

新規事業展開の意義

チャールズ・A. オライリー、マイケル・L. タッシュマン（著）
『両利きの経営』､東洋経済新報社、2019

知の幅を広げ
つつ、深化さ
せる「両利き」の
バランスが
求められる

知の深化

知
の
探
索

「両利き」
の状態

知の深化に偏ると、
イノベーションが枯渇する

CVC事業開始以来、
さまざまな投資対象案件の収集、
有意義な情報収集機会を確保

慎重な審査の上、新規投資を実行

既存事業の「深化」と同時に、新
規案件の「探索」をCVC事業で追
求、イノベーションを可能にする
戦略推進へ
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新規事業の創出事例

ファイナンス・アレンジメント事業

当社CVC機能を母体に、未上場企業や中

小上場企業に対して、資金調達を含めた

資本政策の助言を実施。

当社及び金融業界の新興プレイヤーの資

金調達に関するノウハウ・サービスを顧

客企業のニーズに合わせてアレンジする。
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2023年12月期決算概要
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米国金利動向を注視し、慎重に推進。管理受託手数料等の安定収入が業績寄与

2023年12月期のサマリー

11

第１次中期経営計画を達成し、過去最高益を更新

国内

海外

物件の仕入れ 販売売上
ストック型
フィー売上

新規事業

昨年：24棟 昨年：247億円 昨年：15棟 昨年：194億円 昨年：41億円

主力事業として業績を牽引し、仕入・販売共に過去最高の実績

昨年：33億円 昨年：28億円 昨年：16億円

ファイナンス・アレンジメント事業にて４件の支援実績

26棟 283億円 25棟 341億円 44億円

10億円 14億円 16億円

Financial Results
for FY2023
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2023年12月期の決算概要

12

税前利益20億円を計画通り達成

物件の大型化により国内収益不動産事業の営業効率が向上

2023年12月期
（実績）

前期比
（YonY）

2022年12月期 増減率

売上高 41,342 27,856 48.4%

売上総利益 7,019 5,385 30.3%

販売費及び一般管理費 4,577 4,008 14.2%

EBITDA 2,790 1,515 84.1%

経常利益 1,978 953 107.5%

税前利益 2,066 910 126.9%

純利益 1,419 527 169.3%

(百万円)

Financial Results
for FY2023

※親会社株主に帰属する当期純利益

※
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業績推移
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収益不動産販売事業が前期比で飛躍的に拡大

収益源となる不動産残高が拡充したことで、事業基盤が強固に

売上高の推移（セグメント別）

20,318 22,314 

35,660 

4,942 
5,868 

6,122 

0

8,000

16,000

24,000

32,000

40,000

48,000

FY2021 FY2022 FY2023

ストック型フィービジネス

収益不動産販売事業
(百万円)

1,498 1,713 

2,955 

743 

1,335 

1,424 

0

800

1,600

2,400

3,200

4,000

4,800

FY2021 FY2022 FY2023

ストック型フィービジネス

収益不動産販売事業
(百万円)

EBITDAの推移（セグメント別）

セグメント別

(1,798)

Financial Results
for FY2023

賃料収入

17 億円
(YoY:31%増)

※掲載数値は内部取引に関する数値を含む
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業績推移

14

国内：“超富裕層”や機関投資家、個人投資家へ顧客層が拡張し、売上伸長

海外：米国政策金利の高止まりを受けて、仕入・販売を引き続き抑制

21,371 23,400 

38,246 

3,589 
4,455 

3,096 

14.4%

16.0%

7.5%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

FY2021 FY2022 FY2023

海外

国内

海外売上比率(百万円)

26,522 

37,118 39,612 

2,391 

4,357 
5,185 

0

20,000

40,000

60,000

FY2021 FY2022 FY2023

海外

国内
(百万円)

売上高の推移（地域別） 収益不動産残高の推移（地域別）

地域別Financial Results
for FY2023

収益不動産残高

計 447 億円
（YoY:8％増）
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収益不動産残高（棟数）の項目別内訳

15

国内開発案件が進捗し、当期末に複数物件が竣工

Financial Results
for FY2023

4

14

17

簿価5億円以下

簿価5～10億円

簿価10億円超

20
13

2

居住用 オフィス 商業 等

26

8

1

関東

関西・中部・九州

その他

3
3

29

竣工済 開発中 開発以外

10

2

1

簿価5億円以下

簿価5～10億円

簿価10億円超

13

居住用

12

1

ロサンゼルス ハワイ

5

8

開発中 開発以外

国内（計35棟） 海外（計13棟）

価格帯 エリア

用途 開発

価格帯 エリア

用途 開発



(C) A.D.Works Group Co., Ltd.

連結B/Sの概要
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当期末に賃料収入目的の収益不動産63億円分を流動資産→有形固定資産に振り替え

不動産残高は合計で447億円へと拡充（前期比33億円増）

総資産： 53,359百万円 総資産： 58,854百万円

2022年12月末時点 2023年12月末時点

Financial Results
for FY2023 

(百万円) (百万円)

現金及び預金
7,425

収益不動産残高
41,488

流動負債
9,099

固定負債
28,401

純資産
15,857

現金及び預金
9,810

収益不動産残高
(販売目的)

38,414

流動負債
15,048

固定負債
26,639

純資産
17,166

固定資産等：1,623

その他流動資産：2,068その他流動資産：2,821

固定資産等：2,178

収益不動産残高
(賃料収入目的)：6,383
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第１次中期経営計画の総括
（2021年12月期-2023年12月期）
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第１次中計３カ年における変化の軌跡

18

「第１次中期経営計画」は最終年度での飛躍的な成長を企図していた

その土台として、初年度・２年目は物件単価上昇と残高拡充を着実に遂行

6.5億

9.1億

20.6億

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024~

税前利益
※

の推移

7.2億

12.2億
14.1億

FY2021 FY2022 FY2023

289億

414億
447億

FY2021 FY2022 FY2023
第1次中期経営計画 第2次中期経営計画

※税金等調整前当期純利益

国内平均販売単価の推移

収益不動産残高の推移

Results of 1st Mid-term 
Management Plan
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仕入・販売の軸となる商品企画力の成長

19

周辺環境や働き方の変化に合わせた商品企画により、さらなる価値創造を実現

環境と周辺地域に配慮した開発

◆京都市内の「田の字エリア」に位
置し、その中でも繁華性の高い河
原町通沿いに位置する

◆建築物省エネルギー性能表示制度
「BELS」で★ ★ ★ ★ ★評価を取
得

◆京都という歴史あるエリア特性と
の親和性を意識し、周辺地域に無
い「和」を表現できるデザイン
ワークを実施

◆本物件は固定資産として保有
今後も案件を選別しながら、安定
収益源となりうる開発事業に取り
組む

所 在 地 京都府京都市中京区河原町

規 模 鉄骨造地下1階地上7階

用 途 店舗

竣 工 2023年12月

物件概要

所 在 地 神奈川県川崎市宮前区鷺沼

規 模 鉄筋コンクリート造地上3階

用 途 共同住宅

竣 工 2009年4月

物件概要

◆東急田園都市線沿線に位置
し、東京方面へのアクセス
が良好
複合商業施設や公園、小学
校が近接し、快適な周辺環
境

◆ペット足洗い場やリード
フックを設置
ペットとの共生環境を整備

◆トランクルームをコワーキ
ングスペースへ改修し、急
速に拡大したリモートワー
クのニーズに対応

Results of 1st Mid-term 
Management Plan

働き方の変化に合わせた商品化
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超過利潤の創出

20

2023年12月期の業績計画達成により、超過利潤の創出を実現

今後もよりいっそう資本効率を向上させ、時価総額の向上を目指す

第1次中期経営計画

2021年12月期
（実績）

2022年12月期
（実績）

2023年12月期
（実績）

A ：WACC（加重平均資本コスト） 3.6 3.3 3.1

B ：ROIC（投下資本利益率） 1.8 2.2 4.0

B-A：超過利潤 ▲1.8P ▲1.3P +0.9P

(単位:%)

※1

※2

0

50

100

150

200

250

300

2023年12月2022年12月2021年12月

(円)

2021年
12月期末

2022年
12月期末

2023年
12月期末

株価※3 147円 143円 236円

時価総額 68億円 67億円 113億円

※3 該当月の営業月末終値を表示
※4 （該当年末日時点の発行済株式数-該当年末日時点の自己株式数）×株価

Results of 1st Mid-term 
Management Plan

※4

※1：WACC : 株主資本コスト8%、有利子負債コスト1.5%、税率35%として算出
※2：ROIC : （親会社株主に帰属する当期純利益＋支払利息＋借入手数料）÷

（平均株主資本残高＋平均有利子負債残高）
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第２次中期経営計画の方針
（2024年12月期-2026年12月期）
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第２次中期経営計画の業績サマリ

22

税前利益20億円に到達し、次の成長ステージへ

“Sustainable Business, Sustainable Growth”をテーマに持続可能な成長体制を整える

2nd Mid-term 
Management Plan

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026
（2021年12月期） （2022年12月期） （2023年12月期） （2024年12月期） （2025年12月期） （2026年12月期）

実績 実績 実績 計画 計画 計画

売上高 249.6 278.5 413.4 470.0 520.0 580.0

9.3 13.7 24.4 30.0 33.0 37.0

税前利益 6.5 9.1 20.6 23.0 26.0 30.0

289 414 447 450 460 500

147 152 163 175 185 200

2.2% 3.5% 9.0% 9.2% 9.6% 10.4%

1.8% 2.2% 4.0% 4.3% 4.6% 4.8%

“PH総利益” 24百万円/人 25百万円/人 31百万円/人 33百万円/人 34百万円/人 35百万円/人

“自己資本比率” 35.1% 29.6% 29.1% 30％程度 30％程度 30％程度

“EPS” 7.22円 11.32円 29.85円 32.95円 36.35円 41.76円

営業利益

（税金等調整前当期純利益)

連　結

株主価値

収益不動産残高

株主資本

ROE

ROIC

人材生産性

財務健全性

※1：収益不動産残高 販売または賃料収入を目的として保有する不動産の合計残高
※2:ROE           親会社株主に帰属する当期純利益÷平均株主資本（「自己資本当期純利益率」とは数値が異なる可能性がある）
※3:ROIC               （親会社株主に帰属する当期純利益＋支払利息＋借入手数料）÷（平均株主資本残高＋平均有利子負債残高）
※4:”PH総利益” 売上総利益 ÷ 平均従業員数（Per Head売上総利益）
※５：”EPS” 親会社株主に帰属する当期純利益÷期中平均株式数（Earning Per Share）

※１

※3

※4

※２

※5

(億円)
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事業環境及び重点施策

23

今後３カ年の不透明な市況を念頭に置きながら、６つの重点施策を遂行

2nd Mid-term 
Management Plan

• 都市部への人口集中

• 直接金融の整備による個人投資家資金
の不動産市場への流入

• 日本の不動産に対する割安感の高まり

• 日本国内の人口減少

• 国内マイナス金利解除による市況リスク

• リモートワーク定着によるオフィス需要
減

• ソーシング・選定力と商品組成力

• 商品に対する高い信頼（遵法性/誠実性）

• 海外事業の実績と展開

• 収益不動産事業への依存

• 財務レバレッジを高める余地が小さい

• 細分化された業務プロセス

❶大都市不動産への投資継続

❹海外投資家とのリレーション強化

❺金融機関とのリレーションの強化と
オルタナティブファイナンスの活用

❷不動産小口化事業の拡大

❸海外不動産の積極的な仕入
❻ノンアセットビジネスの探索

外部環境要因

内部要因

【強み-Strength】 【弱み-Weakness】

【機会-Opportunity】

【脅威-Threat】

【強みS】を活かし【機会O】を捉える 【弱みW】をカバーし【機会O】を捉える

【強みS】を活かし【脅威T】に備える 【弱みW】をカバーし【脅威T】に備える
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株主還元の方針2nd Mid-term 
Management Plan

2024年12月期の年間配当予想は９円（当期比１円増配）に決定

将来の成長に向けた内部留保を確保した上で、業績に応じた配当を実施する方針

2021年12月期 2022年12月期
2023年12月期 2024年12月期

（中間） 期末 （中間） 期末

一株当たり当期純利益 （円） 7.22 11.32 29.85 32.95

一株当たり配当 （円） 3.50 4.50 (3.50) 4.50 (4.50) 4.50

一株当たり純資産 （円） 316.36 334.37 356.62 予想360

配当性向 48.5％ 39.8％ 26.8% 予想28％

▶ 30％弱の配当性向を維持し、利益の成長とともに

配当も増額の予定

3.50 
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8.00 

9.00 
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2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期

一株当たり配当額の推移
(円)
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サステナビリティへの取り組み
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ESG用の商品企画予算を確保し、事業を通じたSDGsへの貢献を目指す

2nd Mid-term 
Management Plan

区分 マテリアリティ 取り組み方針 リスク/機会 SDGsへの貢献

E/S
活かしてつなぐ
不動産再生

社会・環境ニーズに適した不動産の企画 〈リスク〉
• 社会・環境変化への対応の遅れによる、企業価値の
毀損

• 社会ニーズへの不適合による、不動産価値の低下

〈機会〉
• 社会・環境に配慮した不動産の市場価値向上
• 地域創生・活性を通じた、地域におけるプレゼンス
の向上

ダイバーシティ・ウェルビーイングの実装

不動産における環境認証の積極取得

コミュニティ活性化に寄与する不動産企画の推進

再エネ・省エネ設備の導入活用と環境負荷の低い建材の活用

S

安心と安全の提供

役職員のコンプライアンス意識の徹底浸透

〈リスク〉
• 信用の失墜や商品価値の毀損による業績の低迷
• 災害の激甚化と不動産の整備不十分による事故発生

〈機会〉
• ステークホルダーニーズへの適合による信頼強化
• 災害に強い不動産の価値向上

情報セキュリティ対策の強化

適切な修繕計画・対応による不動産機能の維持

不動産に関する遵法性の確認と是正の徹底

防災機能の整備と有事の際の迅速な対応

働きがいと
イノベーションの

創出

時代とニーズに合致した職場環境と働き方の整備及び社員の
健康促進

〈リスク〉
• 人材獲得競争の激化
• 従業員エンゲージメント・生産性の低下

〈機会〉
• ダイバーシティ＆インクルージョンによる、発想の
化学変化

• 革新的な技術の探索・活用を通じた新たな事業機会
の創出

心理的安全や多様性尊重が根ざす組織風土の醸成

研修・教育・啓発機会の充実

CVC事業を通じた新たな価値の共創

会社横断的なDXの推進

G
企業価値を高める
ガバナンス強化

高い倫理観と徹底した法令順守に基づく事業推進 〈リスク〉
• 人権問題による、レピュテーション低下や事業停滞
• コンプライアンス違反・内部統制の機能不全による、
事業停滞・信用失墜

〈機会〉
• 変化への対応力向上による、事業機会の創出と持続
的な成長

• ESG投資の広がりによる資金調達手段の多様化

多角的なリスクマネジメントに基づく執行と監督

非財務情報を含めた開示の充実

ステークホルダーとの積極的な対話

変化に対応した事業ポートフォリオの最適化
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会社概要
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Appendix

社 名 株式会社ＡＤワークスグループ（ A.D. Works Group Co., Ltd.）

本 社 東京都千代田区内幸町2-2-3 日比谷国際ビル5階

資本金 6,262百万円（2023年12月末現在）

上場日

主な子会社 株式会社エ―・ディー・ワークス（不動産売買、仲介）

株式会社エー・ディー・パートナーズ（不動産管理）

株式会社スミカワＡＤＤ（リノベーション工事、改修工事）

株式会社エンジェル・トーチ（コーポレート・ベンチャー・キャピタル事業・ファイナンス･アレンジメント事業）

株式会社ジュピター・ファンディング（クラウドファンディング等を活用した資金調達）

A.D.Works USA, Inc.（米国子会社の管理）

ADW-No.1 LLC （米国収益不動産事業）

ADW Management USA, Inc.（米国収益不動産管理事業）

ADW Hawaii LLC（米国ハワイ州での収益不動産事業）

設 立 2020年4月1日 （グループとしては㈱エー・ディー・ワークスが1886年（明治19年）2月に創業、1936年（昭和11年）5月に法人化）

2022年4月より東証プライムに移行 / 2020年4月テクニカル上場により東証一部上場（2982）

（前身の㈱エー・ディー・ワークスは、2015年10月東証一部市場変更 / 2007年10月東証JASDAQ上場（3250)）
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10.45%

4.42%

7.34%

4.52%

72.94%

0.33%

金融機関 金融商品取引業者

その他法人 外国法人等

個人・その他 自己株式

株主構成 （2023年12月31日時点）

1 発行済株式数 49,455,764株

2 株主数 22,009名

3 大株主の状況 （下表のとおり）

4 所有者別分布 （下図のとおり）

No. 株主名
所有株式数の割合
（除：自己株式）

1 田中 秀夫 10.11%

2 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5.32%

3 有限会社リバティーハウス 3.98%

4 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員株式報酬信託口） 2.67%

5 上田八木短資株式会社 1.81%

6 日本証券金融株式会社 1.14%

7
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL（常任代理人 ゴールドマ
ン・サックス証券株式会社）

0.96％

8 株式会社日本カストディ銀行（信託口） 0.91%

9 今井 一史 0.88%

10 ＪＰモルガン証券株式会社 0.64%

(議決権有株主：15,571名)
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連結業績推移
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2015年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

2020年
3月期

2020年
12月期

2021年
12月期

2022年
12月期

2023年
12月期

売上高 10,735 15,733 18,969 22,299 24,861 24,687 16,840 24,961 27,856 41,342

経常利益 540 650 748 926 1,802 932 427 650 953 1,978

当期純利益 333 426 540 584 663 625 264 312 527 1,419

純資産 5,478 5,842 6,415 10,152 11,947 13,005 13,216 14,817 15,857 17,166

総資産 16,681 17,925 25,832 30,801 30,625 35,468 35,850 42,047 53,359 58,854

収益不動産残高 12,931 14,551 20,318 22,376 21,229 23,118 24,682 28,914 41,476 44,798

ROE 6.1％ 7.5％ 8.8％ 7.0％ 5.9％ 5.0％ 2.7％ 2.2％ 3.5％ 9.0％

ROIC 3.6％ 3.8％ 3.9％ 3.1％ 3.4% 3.1％ 2.0％ 1.8％ 2.2％ 4.0％

従業員数 99人 115人 136人 146人 167人 185人 195人 207人 219人 233人

(百万円)

※1:ROE           親会社株主に帰属する当期純利益÷平均株主資本（「自己資本当期純利益率」とは数値が異なる可能性がある）
※2:ROIC               （親会社株主に帰属する当期純利益＋支払利息＋借入手数料）÷（平均株主資本残高＋平均有利子負債残高）
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株式会社ADワークスグループ 広報・IR部

お問い合わせ先

本資料は当社グループについてご理解いただくために作成したものであり、当社への投資勧誘を目的としておりません。

また、本資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、

多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、さまざまな要因の変化等により、これらの見通しと

異なる場合がありますことをご了承ください。

 当社はグループ全体の経営目標を「計画」として公表いたします。当社の「計画」は経営として目指すターゲットであり、

確度の高い情報等をもとに合理的に算出された「予測値・見通し」とは異なるものであります。また、当社では、

グループ全体の確度の高い情報及び合理的であると判断される情報を基に、各四半期における進捗の見通しを

「フォーキャスト」として、随時更新し開示しております。

 本資料に記載されたデータには、当社が信頼に足りかつ正確であると判断した公開情報の引用が含まれておりますが、

当社がその内容の正確性・確実性を保証するものではありません。

本資料に関する注意

ir@re-adworks.com 03-5251-7641
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